
番号 事　　　　業　　　　名

1 北海道 札幌市 学生が主役の消防団若返り活性化推進プロジェクト

2 青森県 弘前市 子ども用防火服等を活用したイメージアップ事業

3 岩手県 - 消防団員確保対策事業

4 岩手県 雫石町 消防団戦力状況把握及び消防団事務改善事業

5 岩手県 盛岡市 盛岡市消防団女性消防団員甲種制服の更新

6 宮城県 仙台市 消防団加入促進 イ ベ ン ト の 実 施

7 秋田県 五城目町 消防団の災害時連携強化事業

8 山形県 - 若手や女性消防団員の情報発信及び消防分野ドローン活用講習会事業

9 山形県 飯豊町 大規模災害対応指揮運用・遠距離中継送水訓練事業

10 山形県 朝日町 朝日町消防防災フェスティバル

11 福島県 南相馬市 消防団ＤＸの推進事業（情報共有アプリの導入）

12 福島県 - 災害現場におけるドローン活用能力向上事業

13 福島県 相馬市 消防団災害対応力向上事業

14 茨城県 北茨城市 消防団を中核とした大規模災害訓練

15 栃木県 市貝町 消防団情報収集能力向上事業

16 栃木県 - プロスポーツチーム等と連携した消防団員確保対策事業

17 群馬県 安中市 消防団のイメージアップ事業

18 埼玉県 - 埼玉県消防団加入促進ＰＲ事業

19 埼玉県 寄居町 消防団員の負担軽減を目指したＤＸ化事業

20 埼玉県 さいたま市 消防団加入促進事業

21 千葉県 成田市 消防団応援及び加入促進事業

22 千葉県 浦安市 ＳＮＳを有効活用した消防団員加入促進戦略事業

23 千葉県 印西市 消防団活動支援システム導入

24 千葉県 - 消防団参画促進事業（大学が多い地域へのアプローチ）

団　　　体　　　名 事　　業　　概　　要

・組織の若返りと活性化を推進し、学生消防団員の活躍の場を増やすとともに、学生目線でのアイデアをグループワークにより引き
出すため消防団幹部との交流会を実施する。
・令和４年度のデジタルとリアルを融合した入団促進事業は継続しつつ、学生消防団活動認証制度ＰＲキャラクター（令和４年度制
作）を用いて入団促進広報を実施する。

団員の意識向上、参加者の理解促進を深めるため、大型ショッピング施設で消防団活動体験や車両乗車体験、纏・梯子・ラッパを
使った演技を披露するイベントを実施する。

若者をはじめ幅広い世代の県民を対象としたＳＮＳやマスメディアを活用した全県的な広報活動を展開する。

消防団員管理システムを導入し、現有戦力調査を行う。

団員の士気高揚を目的に、女性消防隊（女性消防団）発足30年の節目に制服の更新を行う。

災害現場等でドローンを有効活用できる操作技術の習得及びドローンの普及促進を目的にドローン操作講習会を実施する。

消防団員の安全確保を図るため、防火衣を購入し、説明会及び訓練を実施する。

消防団事務の効率化及び消防団情報連絡体制の一元化を図ることを目的に消防団向けアプリを導入する。

・夜間に使用する資機材の知識・技術の習得を目的に、夜間を想定した震災想定訓練（倒壊家屋検索等）を実施する。
・救命率の向上を目的に、女性消防団による救命講習を実施する。

情報収集能力の向上を図り、将来的に情報収集部隊の創設を目指すため、ドローンを整備し林野火災想定訓練を実施する。

女性や若者の消防団活動への理解促進及び入団促進を図ることを目的に、県内で知名度が高いプロスポーツチーム等と連携した
PR活動や動画放映を行う。

活動時の団員の安全性の向上を図ることを目的に活動服及びヘルメットを購入する。

消防団の魅力、やりがいなどを紹介する動画の制作する。

消防団員等による入団促進等に関する広報イベントを実施する。

災害現場での指揮命令を円滑に実施するために、先発出動隊が着用する防火衣（他団員と差別化できるもの）を購入する。

・若手団員や女性団員の活躍をHPやパンフレットで情報発信する。
・地元就職率の高い高校を訪問し、出前講座を実施することで消防団に対する理解促進を図る。
・ドローン講習会を実施（アドバイザーによる講演、座学、実機操作体験）する。

・消防ポンプ業者と連携し、座学及び実技講習を実施することで知識・技術の向上を図る。
・積み上げた知識や技術を活かすため、大規模災害想定訓練を実施する。

消防団の魅力発信に関する消防防災イベントを実施する。

消防団員の事務負担軽減や活動の透明性を高めるため、出動指令及び勤怠管理アプリを導入する。

活動の認知度向上及び加入促進を目的に、多くの人の来場が見込めるイベントで広報活動を実施する。

令和５年度　「消防団の力向上モデル事業」事業一覧

「消防団員応援の店」登録企業が、団員に対して行うサービスを広めることで、団員の士気高揚及び加入促進を図る。

加入促進を図ることを目的に、デジタル広告プロモーション活動（SNSコンサルティングの活用等）を実施する。

団員の事務負担軽減及び災害情報の円滑な伝達を目的に、活動支援アプリを導入する。

県内大学生等を対象に、消防防災研修会・交流会や千葉県消防学校における1日入団・入校体験を実施する。



25 神奈川県 寒川町 消防の広域化を踏まえた消防団の体制確立事業

26 神奈川県 大井町 消防団のデジタル化事業

27 神奈川県 松田町 消防団のガバナンス強化事業

28 新潟県 - 消防団加入促進事業

29 新潟県 上越市 資機材取扱訓練

30 富山県 - ケーブルテレビとタイアップした消防団応援育成事業

31 富山県 富山市 ラッピング路面電車による消防団員募集

32 福井県
敦賀美方消防

組合
消防団活動普及事業

33 福井県
鯖江・丹生消

防組合
子ども用防火服を活用した消防団加入促進事業

34 福井県 嶺北消防組合 嶺北消防組合ポンプ車練成会

35 長野県 青木村 消防団事務デジタル化事業

36 長野県 塩尻市 消防団火災対応能力の向上事業

37 長野県 松本市 時代に即した持続可能な消防団への改革

38 長野県 - 学生の消防団理解促進・入団促進事業

39 岐阜県 - 若年層を対象とした消防団活動ＰＲ事業

40 静岡県 三島市 消防団運営・災害対応ＤＸ化事業

41 静岡県 焼津市 消防団のアプリを有効活用した現場活動

42 静岡県 浜松市
デジタルマーケティングの手法を活用した女性・学生入団促進事業～
phase4：Withコロナ～

43 愛知県 - 広域的かつ集中的な消防団加入促進事業

44 愛知県 美浜町 消防団員の負担軽減及び消防団の充実強化を目指したＤＸ化事業

45 愛知県 幸田町 消防団員の知識技術向上及び継承事業

46 愛知県 豊橋市 持続可能な消防団組織を見据えた地域防災力向上事業

47 三重県 鈴鹿市 学生消防団発足に向けた消防団員加入促進事業

48 三重県 - 広報ツールを活用した、消防団活動普及啓発事業

49 滋賀県 高島市 消防団管理システム導入事業

50 滋賀県 野洲市
消防団の震災対応資機材整備と自主防災組織等への震災対応訓練指
導の実施

51 滋賀県 守山市 河川氾濫に伴う浸水被害を想定した水難救助訓練の実施

多種多様な災害に対応するため、資機材（チェーンソー）取り扱い訓練を実施する。

地域社会や団員家族の消防団活動への理解を促進することを目的に、ケーブルテレビを活用して活動や操法大会を配信する。

・学生消防団発足に向けた市内の大学と連携した1日消防団員体験を実施する。
・成人式や消防出初式を活用した学生への消防団加入促進広報を実施する。

消防団活動の普及啓発を目的に、県内全域で消防団広報活動を実施する。

事務負担の軽減、活動の透明性を高め、消防団の充実強化と団員確保につなげるため専用アプリを導入する。

震災対応能力の向上と地域との連携強化を図ることを目的に、新しく整備する資機材を使用し地域住民に対して訓練指導を実施す
る。

広く消防団の募集を呼びかけるため、路面電車に団員募集のラッピングを施す。

実効性の高い広報を展開するため、紹介動画やチラシを作成し、各種イベントやSNSを活用し発信する。

イメージアップと入団促進を目的に、子供用防火服を制作し大型商業施設でイベントを実施する。

消火技術の向上を図るため、ポンプ車錬成会を実施する。

団員の負担軽減（災害発生報の受信、現場の特定、出動管理等）とペーパーレス化を推進するため、専用のアプリを導入する。

安全性の確保を図るため、新たな装備品（防火衣・ノズル）を購入し、新装備を使用した訓練を実施する。

団員の負担軽減等を目的とした改革パッケージであるアプリの導入を実施する。

・理解促進と入団促進を図るため、学生を対象とした「１日消防団体験」を実施する。
・入団促進を目的に、学生消防団員が出演する動画を作成し広報媒体を通じて広く周知する。

・消防団への入団を促進するため、大学やファストフード店のトイレチラシを利用した広報を展開する。
・活動を体験してもらい入団につなげることを目的に、期間限定で消防団活動を体験できる「消防団お試し入団」を実施する。

・災害対応力の向上を図ることを目的に、消防団活動支援アプリケーション（出動指令、各種災害情報が受信できる）を導入する。
・負担軽減、事務の効率化を図ることを目的に、消防団活動支援アプリケーション（出動報告、会議資料等をデジタル化できる）を導
入する。

水難救助技術・知識の向上を図るため、資機材を整備し3者（消防団、消防署、市）連携の訓練を実施する。

スマートフォン、タブレット、ドローン等を配備し災害時の車両確認や災害現場の情報を本部へ共有するDX推進事業を実施する。

学生消防団員へのヒヤリングやWeｂアンケートを活用した企業と連携した女性・学生入団広報を実施する。

あいち消防団の日（１月２０日）に県内全域で消防団加入促進イベントを及び各種広報を実施する。

団員の負担軽減及び消防団の充実強化を図るため、専用アプリを導入する。

団員の育成と継承用教材として、ポンプ車操法のHowto動画を制作する。

・火災現場で必要な消火、避難誘導に係る知識・技術の習得を目的に、団員の高齢化を考慮した消防訓練を実施する。
・団員の事務負担軽減及び円滑な出動指令を目的に、専用アプリを導入する。
・消防団を身近に感じてもらうため、将来の担い手である子どもを対象とした防火教育型競技を実施する。

事務負担の軽減、活動の透明性を高め、消防団の充実強化と団員確保につなげるため専用アプリを導入する。

団員の事務負担の軽減、円滑な招集及び情報管理体制を構築し、消防団の充実、ガバナンス強化を目的に消防団専用アプリを導
入する。

消防団PR動画及び活性化に係る取り組みの事例集を作成し、情報発信することで消防団に対する理解促進を図る。

常備消防との連携強化を図ることを目的に、合同訓練を実施する。また、年間を通じて訓練を実施するため、団員の機能性及び視
認性を重視した防寒衣を購入する。



52 滋賀県 彦根市 大学と連携した消防団員加入促進事業

53 京都府 向日市 消防団のガバナンス強化事業

54 京都府 京都市 夜間等の視認性が低下する場面における安全教育の実施

55 京都府 -
大学生消防防災サークル支援
事業(京都学生 FAST)

56 大阪府 八尾市 夜間帯における大規模災害対応資機材取扱訓練

57 大阪府 - 女性消防団員認知度向上・入団促進事業

58 兵庫県 川西市 デジタル化による地域防災力の向上

59 兵庫県 神戸市 XR（仮想空間技術の総称）で楽しむ消防団の魅力と活動

60 奈良県 十津川村 消防団員による、地域防火・防災普及啓発活動

61 奈良県 平群町 地域防災力向上事業

62 奈良県 奈良市 自主防災防犯組織と消防団の連携強化に向けて

63 奈良県 葛城市 消防団の水防力強化事業

64 奈良県 斑鳩町 児童防災リーダー夏休み学習会事業

65 奈良県 吉野町 消防団のデジタル化事業

66 奈良県 御所市 消防団ＤＸ化事業

67 和歌山県 和歌山市 消防団活性化事業

68 鳥取県 - 消防団の魅力発信・加入促進事業

69 鳥取県 日野町 消防団デジタル化事業

70 島根県 松江市
小学生向け消防団副読本の制作・配布及び副読本を活用した出前授業
の実施

71 島根県 安来市 災害支援団員育成事業

72 岡山県 西粟倉村 消防団のガバナンス強化事業

73 岡山県 美作市 災害対応資機材取扱訓練

74 岡山県 - 消防団員確保・拡充事業

75 広島県 東広島市 消防団アプリの導入

76 広島県 広島市 学生による消防団活動の支援及び体験事業

77 広島県 江田島市 消防団災害対応能力向上事業

78 広島県 三原市
消防団の組織力向上を目的とした実践的かつ効率的な点検（訓練）の実
施事業

災害現場での迅速有効な活動を支援するため、ドローン操作講習会を実施する。

事務負担の軽減、活動の透明性を高め、消防団の充実強化と団員確保につなげるため専用アプリを導入する。

技術・知識の向上を図ることを目的に、排水ポンプ及び救助用資機材の取扱訓練（講師：消防本部職員）を実施する。
技術・知識の向上を図ることを目的に、無人航空機（ドローン）取扱訓練（講師：委託業者）を実施する。

・入団促進及び活動理解を目的に、ファジアーノ岡山及び岡山シーガールズのホームゲームで消防団PRブースを設置する。
・団員及びファジアーノ岡山の選手が出演する消防団PR動画を制作し、ホームゲームやイオンモールで放映する。
・消防団及びプロチームのマスコットキャラクターがコラボしたグッズを作製しPRブースで配布する。

消防団活動全般のデジタル化を推進するため、専用アプリを導入する。

サポーターの地域コミュニティとの交流機会の創出、地域コミュニティの活性化を図るため、災害時も平時も消防団の後方支援を行
う消防団サポーター（18歳以上の在住又は在勤の学生）の活動を支援する。

常備消防との連携強化及び救助能力向上を図ることを目的に、合同訓練を実施する。また、各分団の装備品を平準化させるため救
助用活動資機材を購入する。

小型動力ポンプに対する知識及び技術の向上を図るため、常備消防と連携して実施する。

学生団員の活動充実及び学生の加入促進を図るため、大学と連携した入団促進広報を実施する。

事務負担の軽減、活動の透明性を高め、消防団の充実強化と団員確保につなげるため専用アプリを導入する。

夜間等での団活動の安全性を高めるため、安全教育教材を製作する。

将来の消防団員等の育成につなげるため、「サークル」活動を通して消防防災に触れる機会を創出する。

夜間帯の活動環境を整えることを目的に、資機材（投光器等）を購入及び取扱訓練を実施する。

女性消防団員の認知度向上と入団促進を目的に、女性目線の研修会（女性消防団員研修会）を実施する。

災害の見える化を図り、事務負担の軽減、活動の透明性を高め、消防団の充実強化と団員確保につなげるため専用アプリを導入
する。

認知度向上と魅力を発信するため、楽しさをプラスした動画を制作し広報活動を実施する。

避難行動要支援者宅の安全性を高め、顔の見える関係を構築するため、お宅を訪問し、住宅の安全点検及び必要な措置を講じる。

共助力の向上を目的に、避難訓練や実動訓練、避難行動要支援者宅の安全点検及び必要な支援を実施する。

市内で統一された避難所開設・運営を目指すため、教材テキスト及び動画を制作する。

地域との連携強化及び水防力の強化を図るため、地域住民が参加する水防訓練を実施する。

将来の担い手確保のため、小学生に対して団員が体験会を実施する。

消防団の充実化及び負担軽減とDX化を目的に消防団活動支援システムを導入する。

消防団の充実化及び負担軽減とDX化を目的に消防団活動支援システムを導入する。

災害対応能力の向上と機能向上を図るため、新しい資機材・装備を整備し訓練を実施する。

・消防団の魅力をPRするリーフレットの作成・活用により、消防団のイメージアップを図る。
・大学等と連携し、学生と消防団員との交流の機会を創出する。
・防災サークルが行う防災研修や防災ゲーム等の支援を行う。
・県内外の防災サークルが交流・連携できるよう機会を創出する。

消防団体制の維持・向上及びDX化を目的に、消防活動支援システムを導入する。

広く防火防災思想の普及及び未来の消防団員の確保に資するため、実施回数に限りがある出前講座の代わりに、コンテンツ（児童
向け消防団副読本）を制作する。



79 広島県 - Web広告，SNS等を活用したPR動画による広報事業

80 山口県 山口市 消防団活動及び事務のＤＸ

81 徳島県 美馬市 消防団災害対応力向上デジタル化事業

82 徳島県
美馬西部消防

組合
消防団デジタル化事業

83 徳島県 -
プロスポーツチームと連携した消防団加入促進事業
～消防団×地域プロスポーツ～

84 香川県 - 防災イベントにおける消防団活動の啓発、加入促進事業

85 香川県 高松市 風水害に対応した資機材取扱訓練

86 愛媛県 宇和島市 災害・火災現場等におけるドローン活用能力向上事業

87 愛媛県 新居浜市 未来の消防団加入促進及び消防団災害対応能力向上事業

88 高知県 - 高知県消防ポータルサイト構築等事業

89 福岡県 大牟田市 災害に係る情報収集能力向上事業

90 福岡県 久留米市 消防団管理システム導入

91 福岡県 苅田町 消防団加入促進事業

92 福岡県 飯塚市 デジタル化による消防団事務等改善事業

93 福岡県 - 消防団加入促進事業

94 佐賀県 -
佐賀県消防団応援キャンペーン
「佐賀を守るみんなのヒーロー消防団」消防団PR事業

95 長崎県 諫早市 出動スピードアップ作戦

96 長崎県 - 若年層・女性向け勧誘対策促進事業

97 熊本県 熊本市 消防団加入促進事業

98 熊本県 水俣市 防災啓発活動及び消防団との連携訓練による地域防災力の向上

99 熊本県 多良木町 赤バイを活用した孤立集落情報通信確保等事業

100 熊本県 -
消防団員による消防団活動及び
団員募集に係るＰＲの動画コンテスト、消防団災害対応力強化事業

101 大分県 - 消防団員確保プロモーション事業

102 宮崎県 川南町 消防団魅力発信事業

103 鹿児島県 鹿児島市
鹿児島市
消防団地域防災中核化推進事業

104 沖縄県 那覇市 消防団の災害対応力向上事業

女性や若者の消防団活動への理解促進及び入団促進を図ることを目的に、県内の地域密着型プロスポーツチームと連携したPR活
動や動画放映を行う。

消防団の認知度向上，イメージアップ，入団促進を目的に消防団のPR動画を製作し、広報を実施する。

消防団の負担軽減とDX化を目的に消防団専用アプリを導入する。

消防団の負担軽減とDX化を目的に消防団業務全般を支援するアプリを導入する。

消防団業務のDX化や事務効率化、ペーパーレス化を目的に消防団業務全般を支援するアプリを導入する。

消防団員の加入促進、認知度向上、イメージアップを目的に、県ゆかりの人を招いて防災イベントを実施する。

災害対応能力の向上と機能向上を図るため、新しい資機材・装備を整備し訓練を実施する。

発災時、迅速に人命救助活動が行えるよう、高耐久・高機能ドローンの配備と操作講習を実施する。

将来の担い手確保と団活動への理解を深めるため、高校生を対象とした防災教育・訓練指導を行う。

情報へのアクセスが改善し、認知度の向上及び魅力発信力の向上を目的に、高知県消防ポータルサイト（仮称）を構築する。

災害時における情報収集能力の向上を図るため、ドローンの購入及び資格の取得支援を実施する。

消防団の管理事務をDX化するため、システムを構築する。

入団促進を図るため、加入促進PR動画を作製する。

若年層の入団促進を図るため、SNSを活用した動画広告によるPRを実施する。

魅力発信を目的に、PR動画を制作し広報する。

・将来の地域防災の担い手を育成し、地域防災力の強化を図るため、学生機能別団員の活動内容の充実及び加入促進を図る。
・女性消防団員の活躍を推進するため、研修や訓練、新規入団員に被服及び団員証を配布する。

災害対応能力の向上と活動環境の充実を図るため、必要な資機材を整備し訓練を行う。

消防団事務の煩雑化及びペーパーレス化及びDX化を推進するため、、アプリを導入する。

・学生に興味を持ってもらうことを目的に、消防団活動を体験できる「学生消防防災サークル支援事業」を実施する。
・消防団へ入団、消防団活動時の理解促進を目的に、事業者対して、「協力事業所制度」「入札加点制度」「県知事表彰」を実施す
る。

活動に対する理解促進やイメージアップを図り加入促進に資することを目的に、テレビや新聞を活用して広報活動を実施する。

各分団で異なる仕様の車両・資機材を使用しているため、合同訓練を実施することで相互理解を図る。また、車両表示の統一化を
図る。

若年層・女性の入団促進を図るため、団員等が出演する動画及びパンフレットを制作する。

消防団への入団促進を図るため、消防団PR動画を作成する。

・団員募集を行うため、市民が多く集まるイベント等でPRブースを設ける。
・団員の知識・技術の向上を図ることを目的に、火災防御訓練を実施する。

山間部に位置する消防団の活動能力の向上を図るため、赤バイ隊を編成し、通信及び操作訓練を実施する。

・消防団による消防団活動及び団員募集に係るPR動画のコンテストを実施する。
・消防団員の災害対応能力強化のため、ドローン操縦講習を実施する。
・熊本県女性消防団活性化セミナーを実施する。


